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１．デジタル放送の技術
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デジタル放送のメリット

■多チャンネル化・高画質化
　　◇ ＭＰＥＧ２技術により、現行のＮＴＳＣ帯域内で
　　　　４－８番組を伝送可能。
　　◇ 従来のＮＴＳＣの伝送帯域内で、ＨＤＴＶを伝送可能。

■高品質化
　　◇ 誤り訂正技術により、伝送路で多少の雑音があっても
　　　　良好に受信可能。

■多機能化
　　◇ ＥＰＧやデータ放送など、多彩なサービスを実現可能。

⇒　放送と通信の融合、テレビとパソコンの融合
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デジタル放送方式の規格

ＭＰＥＧ２規格
（１９９４）

米国ＤＴＶ方式として
Digicipher提案（１９９０）

日米欧で放送方式策定

（米国）ＡＴＳＣ方式 Advanced Television Systems Committee

（欧州）ＤＶＢ方式 Digital Video Broadcasting Project

（日本）ＡＲＩＢ方式 Association of Radio Industries and Businesses
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アナログＴＶからデジタルＴＶへの放送技術変化アナログＴＶからデジタルＴＶへの放送技術変化

アナログ
テレビ放送

アナログ
テレビ放送

カメラ
映像

伝送

情報源符号化 通信路符号化（変調）

デジタル
テレビ放送

デジタル
テレビ放送

カメラ
映像

伝送

誤り訂正符号

ＮＴＳＣ
ＰＡＬ

ＳＥＣＡＭ

　（日本ＢＳ）
映像

ＭＰＥＧ２
SD:MP@ML
HD:MP@HL

音声
ＭＰＥＧ２ ＡＡＣ

地上 ＡＭ（映像）
ＦＭ（音声）

衛星 ＦＭ（映像）
QPSK（音声）

　　　　（日本）
衛星　 ８ＰＳＫ(BS)
　　　 　 ＱＰＳＫ(CS) 
地上　　ＯＦＤＭ

CATV　６４ＱＡＭ
・ＣＡＳ
・ＥＰＧ
・データ
　放送
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デジタル放送の送受システム

番組供給事業者
　・映像
　・音声
　・データ

利用者
　・家庭

　・社会
放送ﾈｯﾄﾜｰｸ

アップリンク局

委託放送事業者

顧客管理ｾﾝﾀｰ
ＣＡＴＶ

衛星放送

ﾍｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ

地上放送

ﾎｰﾑﾀｰﾐﾅﾙ ホームパソコン

ＳＴＢ

ＳＴＢ内蔵テレビ

移動受信

受信機
放送センター

通信網
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ＢＳデジタル放送の特徴

①ワイド高画質・高音質放送　
・ 日本の大手放送局が参入：　ＮＨＫ、民放キー局５社系、ＷＯＷＯＷ、ｽﾀｰﾁｬﾝﾈﾙ

・ ＨＤＴＶ(計７チャンネル）を主体

②多彩なデータ放送
　　 ・マルチメディアを駆使した生活情報

　　　 サービスや双方向サービス

・ ＥＰＧ （電子番組ガイド)

③他メディアへの波及
・ デジタルＣＡＴＶ
・ ＣＳ１１０°デジタル放送
・ 地上デジタル放送
・ ＶＴＲ等、家庭内機器

モデム

IEEE1394

ICカード ＢＳデコーダ内蔵テレビ
イメージ図
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ＢＳデジタル放送の各種サービス
テレビ放送 テレビ放送事業者が行う動画主体の放送サービス。

動画、音声、データ放送で構成。
ラジオ放送 ラジオ放送事業者が行う音声主体の放送サービス。

音声の他に、静止画やデータ放送も伝送可能。
データ放送 データ放送事業者が行うマルチメディア型放送サービス。

BML言語を主体に動画、静止画、音声で構成。
CAS(限定受信システム) 有料放送を契約者だけ視聴可能に。

放送局からのメッセージ送付やデータ放送の双方向サービスにも利用。
EPG(電子番組ガイド) 番組選択や録画予約を便利にする為に、放送局から一週間分の情報を伝送。

受信機で番組表などに利用。
ダウンロード 受信機のプログラムソフトを放送経由で書き換える仕組み。

放送局のロゴデータ等もこの仕組みで変更可能。
コピー制御 著作権保護の仕組み。放送局からの制御信号に基づいて

記録機器に対するコピー世代を制御。
字幕 映像内容と連動した文字サービス。

映画の日本語字幕や、耳の不自由な方への字幕など。
文字スーパー 映像内容と非同期な文字サービス。

ニュース速報や、放送予定の変更情報など。
双方向サービス データ放送で電話回線を利用することにより、

クイズ回答やショッピング申し込み等をオンラインで実現。
マルチ放送 ハイビジョン番組１チャンネルの帯域で標準テレビを

３チャンネル放送したり、臨時サービスを付加することが可能。
降雨対応放送 大雨でサービスが遮断する確率を低減するため、

本来の放送と並行して降雨減衰に強い方式で番組を放送。



　9 2002.11.6. Panasonic

ＢＳデジタル受信機の基本構成

Tuner/復調

OSD Controller

DRAM

CPUModem

RAM RAM

Flash/ROM

視聴情報など

MPEG2-TS

番組情報
Private Data

MPEG A/V

IC Card I/F

•アナログ選局
•Demodulate
•TC8PSK他

所望のパケット
をフィルタリング

画像・音声の
復号処理

リモコン I/F

映像の上に番組情報
等を表示
OSD=On Screen Display

トランスポート
デコーダ

AV デコーダ

●基本デコード機能：　　映像　１０８０i、７２０ｐ、４８０ｉ、４８０ｐ
　　　　音声　ＡＡＣ

●基本ソフトウェア：　　　ＰｉＥ－ＯＳ　（ＡＶ機器向け組込用リアルタイムＯＳ）
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日本のデジタル放送の展開
ＢＳデジタル放送の技術をベースとして各メディアに展開

ＢＳ

110度ＣＳ

Ｃａｂｌｅ

地上波

ﾒﾃﾞｨｱの特徴

【事業者】 多彩な事業者が参入、有料放送中心

【 特 長 】 ＢＳのモアチャンネル

【 課 題 】　新規の受信ｱﾝﾃﾅの設置が必要

２０００年 ２００１年 ２００２年以降
１月

実
験
放
送

試
験
放
送

本
放
送

　　＜ｻｰﾋﾞｽの高度化＞
　　　　・ﾒﾃﾞｨｱ配信
　　　　・蓄積放送
　　　　・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ連携

放
送
規
格

運
用
規
定

本
放
送

親
局
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
割
当

全
国
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
割
当

実験放送
（ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｽﾄ）

　　　ＢＳ＆ＣＳ
　　　再送信ｻｰﾋﾞｽ

双方向ｻｰﾋﾞｽ
日本版
OpenCable

本放送（一部事業者）

2003： 本放送（東名阪）

【事業者】 大手ﾃﾚﾋﾞ放送局や独立ﾃﾞｰﾀ放送

【 特 長 】 全国ｻｰﾋﾞｽ、ｱﾅﾛｸﾞＢＳｱﾝﾃﾅを利用

【 課 題 】　放送事業者の連携

【事業者】 全国のｱﾅﾛｸﾞﾃﾚﾋﾞ放送局

【 特 長 】 移動体やﾓﾊﾞｲﾙ向けｻｰﾋﾞｽ

【 課 題 】　２０１１年アナログ放送終了

【事業者】 合従連衡中

【 特 長 】 双方向ｻｰﾋﾞｽ

【 課 題 】　ﾃﾞｼﾞﾀﾙ投資への経営基盤確立
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コ
ン
テ
ン
ツ

■ ３種類の放送サービスを想定
（ 固定／移動／携帯サービス ）

地上デジタル放送規格の概要

固定端末＜エンコード＞ ＜変調＞

固定受信モードＭＰＥＧ－２

移動端末
　 移動受信モードＭＰＥＧ－２

固定受信モード（ＳＤＴＶ）／９セグメント 移動／３セグ

固定受信モード（ＨＤＴＶ）／１２セグメント

（アナログ放送）

携帯受信モードＭＰＥＧ－４
携帯端末

＜帯域配分例＞ ６ＭＨｚ帯域を １３セグメント に分割

●固定・移動・携帯向けに
　　　サービスをする例

携帯／１セグ
●固定・携帯向けに
　　　サービスをする例
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デジタルテレビのサービスモデル

＜垂直市場＞ ＜水平市場＞

端末

ケーブル　ＣＳ１１０左旋　ＣＳ１２４/１２８　ＣＳ１１０右旋　ＢＳデジタル　地上デジタル国内事例

顧客サポートは、各々の事業者や
端末メーカーが独立に担当。
シンプルなサービスが基本。

複数の事業者が各々の意思で
不特定の顧客に対してサービス。
受信端末は複数メーカーが
自由競争で販売。

サービス 単一の事業者が
サービスと受信端末を
統合的にプロモーション。
契約顧客に対してサービス。

メーカーが独自に開発。
価格はメーカーが決定。
形態は内蔵テレビが主流。

顧客サポート 顧客サポートはサービス事業者
が送受込みで担当。
ＥＣなど高度なサービスが可能。

サービス事業者との契約で開発。
価格はサービス事業者が決定。
形態はＳＴＢが主流。
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テレビの｢Ｔモード革命｣

インターネット
（ＰＣ）

ｉ モード

（携帯電話）

Ｔ モード

（テレビ）

コ
ン
テ
ン
ツ

画面
地域性
フィルタリング

４：３　ＸＧＡ
グローバル
個々人

縦長　小画面
日本ローカル
電話会社

１６：９　ＨＤＴＶ
日本ローカル
放送事業者

メ
デ
ィ
ア

伝達対象
伝送速度
伝送コスト

都度Ｍ：Ｍ
　　中
　　中

都度Ｍ：Ｍ
小

高い

放送１：Ｍ
下り大、上り小
　　安い　

ユ
ー
ザ
ー

主なユーザー
利用形態
ユーザーI/F

学生
屋外、２０ｃｍ

親指入力

社会人、学生
個室、３０ｃｍ
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、ﾏｳｽ

一般大衆
居間、３ｍ
リモコン
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ＢＳデータ放送サービスの展開

ホームバンキング
電子コンテンツ配信

ショッピング

チケット予約

電子チラシ

番組連動

情報

今後の技術開発のポイント
⇒　蓄積放送、課金決済、通信連携、著作権保護
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衛星デジタル放送の拡張

２００２年春に１１０度ＣＳデジタル放送が開始
　　　　・ＢＳは無料の総合編成チャンネルが中心
　　　　・１１０度ＣＳは有料の専門チャンネルが中心

１１０度ＣＳＢＳデジタルＢＳアナログ

11.70   　 11.80    11.90   　12.00    12.10   　12.20    12.30    12.40    12.50　 12.60     12.70 〔ＧＨｚ〕

11.72748　 11.80420　　 11.88092　　 11.95764 D1   D3   D5   D7    D9   D11  D13  D15  D17   D19  D21  D23

BS3 BS5 BS7 BS9 BS11 BS13BS1 BS15   BS17   BS19  BS21  BS23 D2   D4   D6   D8   D10  D12   D14  D16  D18   D20  D22   D24

12.331      12.411        12.491      12.571      12.651      12.731
12.291       12.371       12.451      12.531       12.611      12.691 

12.311       12.391       12.471      12.551      12.631      12.711 

12.271      12.351       12.431      12.511      12.591      12.671   

BS 110度CS

右旋
左旋

ｱﾅﾛｸﾞ 追加ﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

11.76584　　 11.84256　　11.91928　 　11.99600
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１１０度ＣＳを利用したｅｐサ－ビス
　　デジタル放送を中心に、放送・通信を融合したプラットフォーム　　デジタル放送を中心に、放送・通信を融合したプラットフォーム

ｅＳＴＢ／デジタルＴＶ

ＢＳ/ＣＳ110°ＢＳ/ＣＳ110°

放送事業者

HDD

eプラット

フォーム

eeプラットプラット

フォームフォーム

・双方向
サービス

・蓄積放送
サービス

・・ 双方向双方向
サービスサービス

・・ 蓄積放送蓄積放送
サービスサービス

高画質放送

Home

データ放送

インターネットインターネット
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要素技術の進化

ソフト半導体
コードサイズ１ＧＢ（2015年）　

ミドルウェア
プロセス：０.０２μｍ（2015年）
ＣＰＵ：１００ＧＩＰＳ（2015年）

家庭内ネットワークディスプレイ
ＰＤＰ
液晶
ペーパー

無線：2.4ＧＨｚ帯、5.2ＧＨｚ帯
有線：IEEE１３９４

蓄積 通信
ＨＤＤ： １０ＴＢ（2015年）
ＤＶＤ： ＵＤＴＶの録画
メモリカード：５０ＧＢ（2015年）

固定向け：１００Ｇｂｐｓ（2015年）
移動向け：数百Ｍｂｐｓ（2015年）
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ブロードバンド対応デジタルテレビ

インターネットを意識した番組 デジタルデバイド データ放送の補完

テレビを見ながらＰＣ操作 年配者にＰＣ操作は難しい 待ち時間にイライラ

ＡＤＳＬ、ＦＴＴＨの普及

インターネットも利用可能なデジタルテレビ

・番組関連情報

・地域情報ポータル
・メール
・ストリーミング
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デジタルＴＶによるユビキタス・ネットワーク・ライフの実現に向けて

2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年～ ～2010年

成熟期

始動期

発展期

STB/DTVを核とし、モバイルと連動した

ホームネットワークとの連動等

多彩なサービスを充実させる

「いつでも・どこでも」「簡単」「便利」「安心」の

ユビキタス・ネットワーク・ライフの定着へ

2001年中頃

次世代移動体

通信開始

2000年12月

ＢＳﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送

開始

・eコマース
・eコミュニケーション
・eコミュニティ　のサービスを実施

2003年

地上波デジタル

放送開始

リモコンで
楽々操作！ @

オフィ

モバイ

ホーム

カー
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ＢＳデジタル放送関連の文献

◇規格書　（社）電波産業会発行　http://www.arib.or.jp/hanpu/index.html

ＳＴＤ－Ｂ１０　　　ＰＳＩ／ＳＩ
ＳＴＤ－Ｂ２０　　　送信・運用条件
ＳＴＤ－Ｂ２１　　　受信機
ＳＴＤ－Ｂ２４　　　データ放送
ＳＴＤ－Ｂ２５　　　限定受信方式
ＴＲ－Ｂ１５　　　　ＢＳ－Ｐ運用規定
　　　　　　　　　　（ダウンロード、受信機、データ放送、ＰＳＩ／ＳＩ、ＣＡＳ、通信、送信）

◇技術書籍
「ディジタル放送の技術とサービス」　山田宰　編著　（コロナ社）　
「ディジタル放送の基礎技術入門」　インターフェイス増刊　（ＣＱ出版社）

◇一般雑誌

｢ＢＳデジタル読本｣　２０００年１２月発行（ワールドフォトプレス）
｢ＢＳ　ｆａｎ｣　ＢＳデジタル放送の月刊テレビガイド誌
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２．ケーススタディ

～ BSデジタル放送 ～
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松下電器のＢＳデジタル放送への取組み

放送方式

局システム 放送事業

ＣＡ、データ放送、EPG

データ放送、ＣＡ、８ＰＳＫ
番組インデックス・・

ＢＳ－i　(TBS系）　　　 　　１０％
ビーエス日本（NTV系） 　 １０％

ビーエス朝日（テレ朝系）　２．５％
ＰＤＮ：コンテンツ制作会社

受信機

LSI
ソフト

ディスプレイ

＜受信機開発の特徴＞
　１、商品の面展開 （ＳＴＢ、テレビ、ＰＤＰ、ＶＴＲなど）
　２、自社開発の要素技術 （ＬＳＩ、ＰｉE－ＯＳ、ＸＭＬなど）
　３、ネット家電化　 （データ放送、ＳＤカード、１３９４など）
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ＢＳデジタル放送への取り組み

サービスモデル構築
９６年開始

局システムの開発
９７年着手
００年納入

放送方式の規格化
９７年着手
９９年出版

受信機の開発
９８年試作機１
９９年試作機２
００年９月発売

ア
ッ
プ
リ
ン
ク

　
　
　

セ
ン
タ
ー

主局：渋谷
副局：埼玉

通
信
網

B-SAT社

ハイビジョン
推進協会

Ｂ－ＣＡＳ会社

全局ＥＰＧ
集配信センター

（ソフト・ダウンロード）

鍵管理
視聴履歴収集

独立データ事業者　７社

＜放送事業者＞

各社独自に設備を持つ

（新聞社系、ＮＴＴ系、ＩＴ系ほか）

（　　　　　）

ラジオ事業者　１０社

（データ放送付きラジオ）

テレビ事業者　８社

（受信料、ＣＭ放送、有料放送）

＜受信機メーカー＞
オープンなマーケット
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松下電器のＢＳデジタル受信機

ＢＳデジタルハイビジョンアンテナ
（TA-BCS45HV1, BS40HV1）　

２８型

３２型

３６型

ＢＳデジタルハイビジョンチューナー
（ＴＵ－ＢＨＤ２００ ）　

ＢＳデジタルハイビジョンテレビ
　　　　（ＴＨ－３６Ｄ２０、３２Ｄ２０、２８Ｄ２０）
　　　　（ＴＨ－５０ＰＨ３／Ｓ、４２ＰＭ５０／Ｓ）
　　　　（ＴＨ－１５ＤＴＸ１）

ＢＳデジタルハイビジョンビデオ
　　　（NV-DHE10,NV-DH1 ）

ハードディスクビデオレコーダ－
　　　（NV-HDR1000）　



　25 2002.11.6. Panasonic

３．ディスカッション
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課題１

『BSデジタル放送』をテーマに、
BSデジタル放送受信機の開発を行う。

ただし、このケーススタディには、次の条件があるものとする

１） 業界で一番のBSデジタル放送用受信機を作ること。
そのためには、次の項目に留意すること
・日程 ： 放送開始日は決まっている。
・品質 ： 市場不良をおこさない。起こしたときも容易に対処可能。
・コスト ： 安く
・性能 ： 要求仕様を満足すること

２） 受信機仕様は、運用規格に沿ったものでなければならないが、
運用規格は、放送開始の半年前まで細部の変更がある。

３） 受信機のハードは１年前、ソフトは２週間前にfix
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ＢＳデジタル受信機の基本構成

Tuner/復調

OSD Controller

DRAM

CPUModem

RAM RAM

Flash/ROM

視聴情報など

MPEG2-TS

番組情報
Private Data

MPEG A/V

IC Card I/F

•アナログ選局
•Demodulate
•TC8PSK他

所望のパケット
をフィルタリング

画像・音声の
復号処理

リモコン I/F

映像の上に番組情報
等を表示
OSD=On Screen Display

トランスポート
デコーダ

AV デコーダ

●基本デコード機能：　　映像　１０８０i、７２０ｐ、４８０ｉ、４８０ｐ
　　　　音声　ＡＡＣ

●基本ソフトウェア：　　　ＰｉＥ－ＯＳ　（ＡＶ機器向け組込用リアルタイムＯＳ）
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課題２

『地上波デジタル放送』（水平市場）をテーマに、新しいビジネスモデル
のケーススタディを行う。
ただし、ビジネスモデルには、次の条件があるものとする

１） テレビを主体にすること
２） ネットワークの利用をおこなう

ネットワークであれば、有線、無線、蓄積媒体などその種類は
問わない

３） 蓄積、課金、著作権保護（コピー制限など）に留意する
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